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発刊にあたって

長谷村溝口石仏地区は溝口地区の東部、村内を流れる小大沢が三峰川に合流する扇状地に

位置 しております。

今回、中山間地域総合整備事業溝口地区の圃場整備を実施 した当該地区は、かつて段々畑

を開田する際に多数の土器 。石器が出土 したことからこの地名が付けられて往昔宗教的な建

物の存在をうかがわせていた箇所でありました。そのため、次善の策ではありますが、事業

実施に先立ち緊急発掘調査を行い記録保存を図ることになりました。

調査は、平成10年 11月 4日 から11月 27日 までの 3週間にわたって実施され、縄文時代中期

後葉の住居址 7軒が検出されたほか約 8,000年前の遺物である押型文土器の破片や、県内で

も希少な釣手香炉形土器など4,000点 にもおよぶ遺物を調査することができました。

この発掘調査により得られた記録を先に行われた黒河内泉地区の泉原遺跡の資料 と照らし合

わせることにより、当時この土地で暮らしていた人々の交流や、生活様式が少 しずつわかつ

てきました。

今回の調査で得られた様々なことがらは、地域の歴史を知つていく上で各方面においてた

いへん貴重な資料になると確信 しております。

最後になりましたが、快 く調査の実施にご協力いただいた土地所有者の方々、また発掘調

査のご指導、遺物整理作業、報告書作成にご尽力いただいた調査団長の友野良一先生をはじ

め、調査団、作業員の皆様、関係各位に心より感謝申し上げ、ここに石仏発掘調査報告書が

刊行できますことに対 して厚 く御礼申し上げます。

平成12年 3月

長谷村教育委員会

教育長伊 東 耕 平
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1。 本報告書は、平成10年度実施した整備工事に伴う、埋蔵文化財緊急発掘調査報告書である。

2。 この緊急発掘調査は、長谷村役場の委託により長谷村教育委員会が実施した。

3。 本報告書は、短期間にまとめるよう要求されているため、調査によって検出された遺構、遺

物は、より多く図示、図版化することに重点をおき、資料の再検討は後日の機会に譲ること

とした。

4.第 3章第 2節中遺物分布については、下記のとおりに図示した。

凡例―○土器 □土師 △石器 ○陶器 図灰釉 △黒曜石 ×鉄器 ☆その他

5。 本報告書の執筆者及び図版制作者は次のとおりである。

○本文執筆者 友野良一、中山善郎、伊東耕平、中村徳彦

○図版制作者 友野良一、奥田静子、鈴木 岬、唐沢春恵

鈴木和恵、宮下彦二、伊東好一、中山源一、小松正人、

中山喜与子、倉田栄子、青木 実、松本ひろみ

○写真撮影  友野良一、中山善郎、中村徳彦

6.本報告書の編集は主として長谷村教育委員会がおこなった。

7.遺物及び実測図類は長谷村教育委員会が保管している。

回
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第 1章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査に至 るまでの経緯

県営中山間地域総合整備事業溝口地区の遺跡の調査は、同事業圃場整備地区内に埋蔵文化財包蔵箇所

があるので、事業実施に先立ち、・本格的な発掘調査を行い記録保存する必要が生じた。

平成10年 11月 2日 、上伊那地方事務所長と長谷村長との間で埋蔵文化財発掘事務委託契約書を締結、

同日石仏遺跡発掘調査団を編成し発掘業務を遂行することになった。調査団は友野良一団長以下12名 で

構成され、H月 4日 、教育長、長谷村文化財専門委員、作業員等が現場に参集して、安全祈願を行い発掘

調査を開始した。

第 2節 調査会の組織

○長谷村教育委員会

教員委員長 (前 )

同職務代理 (前 )

教育委員  (前 )

(前 )

教育長   (前 )

//

教育次長

生涯学習係長

同係

○石仏遺跡発掘調査団

団長  友野良一

副団長 中山善郎

調査員 寺平 宏

(日 本考古学協会委員)

(長谷村文化財専門委員長)

(日 本第四紀学会員)

伊東耕平

北原正美

北原正美

中山汎圃

宮下郁夫

中山汎圃

渋谷一郎

宮下公平

伊東栄人

伊東耕平

伊藤由紀子

中村徳彦

松田元伸
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第 3節 発掘調査の経過

吝掘調査日誌

1998

11.4   午前 8時30分、友野良一団長以下10名 により発掘式、安全祈願を挙行。団長に調査概要の

説明を受けた後、発掘作業開始。

11.5午前 団長の指示を受け本発掘に先立ち、 トレンチによる試掘調査を行うことにする。

B-5メ ッシュ点より北へ2m巾で長さ35m程のトレンチをあける。(第 1トレンチ)

C-4・ C-5メ ッシュの中間点より北へ2m巾で長さ30mのトレンチをあける【第2トレンチ)

午後 C-5。 D-5メッシュの中間点より北へ2m巾で長さ30mのトレンチをあける。(第 3トレンチ)

D-4・ D-5メッシュの中間点より北へ2m巾で長さ20mの トレンチをあける。(第 4トレンチ)

11.6午前 E-5。 F-5メッシュの中間点より北へ2m巾で長さ25m程のトレンチをあける。(第 6トレンチ)

F-4・ F-5メッシュの中間点より北へ2m巾で長さ30mのトレンチをあける。(第 7トレンチ)

午後 F-5・ G-5メッシュの中間点より北へ2m巾で長さ25m程のトレンチをあける。(第 8トレンチ)

G-7メ ッシュより北へ2m巾で長さ50mの トレンチをあける。 (第 9ト レンチ)

11.9午前 H-6・ H-7メッシュの中間点より北へ2m巾で長さ45m程のトレンチをあける。(第 10ト レンチ)

午後 H-6・ I-6メ ッシュの中間点より北へ 2m巾で長さ40mの トレンチをあける。 (第 Hト レンチ)

I-6メ ッシュより北へ 2m巾で長さ40mの トレンチをあける。(第 12ト レンチ)一 試掘終了―

第12ト レンチより人面土器等出土。

11.10  試掘調査の結果より、第 6。 7ト レンチ、第 9ト レンチ附近に住居址らしき遺構があると

の結果が得られたため、本発掘業務に入る。第 9ト レンチの土をバックホーにより除去し

本発掘を開始する。

11.11午前 第 9ト レンチ中間附近より、住居址の床面、柱穴址を確認、入力掘削を進める、G-5メ ッ

シュ南東から確認された遺構を第1号住居址とする、第1号住居址より高杯土器、縄文晩

期土器片が多数出土。

午後 第1号住居址の遺物分布ドットマップを作成し、住居址を図化する。床面整備後、写真撮影。

11.12午前 第 1号住居址北より、住居址床面を確認。第 2号住居址とする。

午後 第 2号住居址の床面を整備し、写真撮影、図化。第2号住居址北に、柱穴を確認、人力に

よる掘削の結果、床面が認められ第3号住居址とする。住居址床面整備中、第3住附近に

住居址の床面を確認する、バックホー、人力掘削の結果、 3遺構が重なり合っていること

が半J明。

11.16午前 H-4メ ッシュ西より確認された住居址を第 4号住居址とする。第 4住 より香炉形土器、勝

坂式土器出土。

床面、壁面、整備の後写真撮影。

午後 G-3メ ッシュ南東に第 3・ 4住 と重なり合うように住居址床面を確認。これを第 5号住居

址とする、床面を整備しベルトを残して断面を測量する。伊東栄人教育長現場見学。
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11.18午前 第 4号住居址の実測、平板に図化する。

午後 第5号住居址のベルトをはず し、床面を整備する。台付土器出土。第 5号住居址写真撮影。

11.19午前 第 4号住居址実測、図化終了。第 5号住居址実測、図化開始。

午後 第 6。 7ト レンチ、F-5メ ッシュ附近をバックホーにより拡げる。表採遺物が多数出土 した

ため人力掘削に切換えて作業を進める。

11.20午前 第 5号住居址実測、図化終了。

午後 中山建設課長、現場見学。第 6・ 7ト レンチ入力掘削。

11.24午前 第 6号 トレンチ、F-4メ ッシュ附近より、住居址床面を確認。第 6号住居址 とする。

午後 第 6号 トレンチ、F-5メ ッシュ附近より柱穴、床面を確認。第 7号住居址 とする。

11.25午前 第 6号住居址、床面、壁面を整備。

午後 第 6号住居址、写真撮影。第 7号住居址、人力掘削。床面を確認する。

11.26午前 第 7号住居址、整備後、実測、図化。佐藤村議会第一委員長現場見学。

午後 第 7号住居址、写真撮影。CNH取 材。

11.27午前 本 日で現場作業終了とし、作業道具の片付け。

12.1   出土遺物の整理作業。報告書作成のため整理作業開始。

『発掘調査に参加いただいた方々(順不同・敬称略 )』

宮 下 彦 二  伊 東 好 一  中 山 源 一  小 松 正 人  宮 下 美咲男

中 山 喜与子  中 山 良 子  中 山 常 夫  倉 田 栄 子  中 山 里 子

中 山 美代子

(有)東部建設  (株 )峰コンサル  長谷村役場職員
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第盪章遺跡の喋境

第 1節 遺跡 の位 置

今回の発掘調査地である、長野県上伊那郡

長谷村大字溝口1490-1番 地に所在する石仏

遺跡は、東経138度 05分33秒、北緯35度47分

18秒付近に位置する遺跡である。

この石仏遺跡は、」R飯田線伊那市駅から国

道361線で高遠町に至り、更に国道152線を4km

東に進んだ地点にある。また、中央東線茅野駅

から杖突街道 (国道152号線)にて至ることも

できる。

石仏遺跡は、村内を流れる小大沢が三峰川

に合流する溝口地区の扇状地に位置しており、

標高は893m内タトの範囲である。

至岡谷・長野

中央自動車道

茫
至名

諏訪 |.C.

安国トンネル

アルプスむら   鹿嶺高原

○石仏
神

≧卜・:」′̀

脩

≫
白山トンネル

至東京 。長野

第1図 石仏遺跡の位置



第2節 溝口・石仏遺跡及び周辺の遺跡分布図

鞣
馘
貪 ヾ

ミiざミ
端% Z

第2図 石仏遺跡と周辺の遺跡
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表1長谷村内遺跡一覧表

種 月」 日寺 代 名  称 所 在 地 地  目 発 掘 歴 有無

散布地
古墳 。奈良平安 。中世
・近世

荒神沢遺跡 非持山 山麓

散布地
縄文中期 。古墳 。平安
。中世 。近世

狐塚遺跡 非持山 段丘斜面

散布地
縄文中期 。奈良 。平安
。中世 。近世

一本木遺跡 非持山 扇央

散布地
縄文中期、後期 。平安
。中世 。近世

中原遺跡 非持山 扇頂

散布地
縄文中期、後期・平安
。中世 。近世

下ノ中原遺跡 非持山 扇央

散布地 中非持遺跡 中りに持 段丘中央

散布地 縄文中期・古墳 。平安
・近世

垣外田遺跡 中非持 段丘中央

散布地 縄文中期 。奈良 。平安 神明塚遺跡 中非持 段丘緑部

散布地
縄文中期、後期・平安
・中世 。近世

神田遺跡 中非持 扇央

散布地 縄文中期、後期・平安
。中世 。近世

観音寺畑遺跡 南非持 扇央

散布地 縄文中期、後期・平安
・中世 。近世

久保遺跡 南非持 扇央

散布地
縄文中期、後期 。平安
・中世 。近世

南原遺跡 南非持 段丘斜面

散布地 縄文中期・中世 。近世 西原遺跡 溝□ 段丘中央

集落跡 縄文中期 石仏遺跡 溝回 段丘
住居趾 0

縄文中期7軒
有

散布地 縄文中期・平安 。近世 南郷遺跡 溝 □ 段丘中央

集落跡

城 趾

縄文中期、後期・弥生

(前、後期)奈良 。平安
泉原遺跡 黒河内 扇央

住居趾・縄文中期
27軒後期1軒 。

平安3軒
有

散布地 中世 ・近世 和泉原遺跡 黒河内 段丘中央

散布地 縄文中期・後期 的場遺跡 中尾 段丘中央

散布地 縄文中期、後期 。平安
。近世

対座遺跡 中尾 段丘中央

散布地 縄文中期、後期 。平安
。近世

市野瀬遺跡 市野瀬 扇央

散布地 縄文中期、後期 。平安
。中世 。近世

熊ノ森遺跡 市野瀬 段丘斜面

散布地 旧石器・縄文 入笠山南遺跡 黒河内 山麓
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第 3節 地形及 び地質

石仏遺跡のある溝口地籍は、東西660m、 南北600m、 総体の面積は4.1%、 標高は901m～ 810mで比

高は約90mである。この溝口地区は、たいへん起伏の激しい土地であり、箇所によっては傾斜が45度

位あるところもみられ、かつては地滑りが頻繁に起こっていたと思われる。また、御岳テフラの降下

前頃にはかなりの地形の変動があったものと考えられる。

今回の調査地′点(長谷村保育園西側、口絵 7参照)は、東方山地から流下する小大沢によつて形成さ

れた扇状地上に位置する。扇状地は溝ロー帯に広がり、傾斜角約 7°の緩斜面地形をつくっている。扇

状地礫層の上部は結晶片岩類の亜角礫を主とし、表層に褐色の火山灰土および黒褐色土をのせている。

堆積物の全容については明らかではないが、観察される範囲では第 3図柱状図のようで、泉原で観察

されたような御嶽火山の軽石はみられない。双眼実体顕微鏡で観察される砂粒の特徴は第 2表に示し

た。黒褐色土や褐色土は結晶岩類が破砕された砂粒に御岳テフラの鉱物と思われる斜方輝石や磁鉄鉱、

角閃石などが混じり、更にわずかながら九州姶良カルデラから飛来した姶良Tnテフラ(AT)の バブル型

火山ガラスが認められる。地層全体に結晶片岩など風化岩片が含まれることや、 3～ 5 cmの結晶片岩

角礫が混入していることから、御岳テフラは風成の堆積物ではなく、水流で運ばれ二次的に堆積した

ものであろう。しかし、ATの火山ガラスは、地表面からの深さ1.8m～ 2.5m(試料③～⑩)にやや多く

含まれることから、風成に近い一時的な堆積物とも考えられる。

以上の結果からこの地域の扇状地の形成は、御嶽の軽石の降下期以後にも継続しておこなわれ、離

水したのはAT降下の25,000年前後と考えられる。

尾田屋地区東方斜面を覆う堆積物

調査地点は、東方山地から流下する小大沢によって形成された扇状地上に位置する。扇状地は溝口

一帯に広がり、傾斜角約 7° の緩斜面地形をつくっている。扇状地礫層の上部は結晶片岩類の亜角礫を

主とし、表層に褐色の火山灰土および黒褐色土を乗せている。堆積物の全容については明らかでない

が、観察される範囲では第3図柱状図のようで、泉原で観察されたような御嶽火山の軽石は見られない。

双眼実体顕微鏡で観察される砂粒の特徴は2表 に示した。

表2 長谷村溝口尾田屋地区東方斜面のテフラ分析結果

取

点

採

地 産状 鵬
量

鉱物・岩片等 畑拠 卿̈
特徴・対比その他

1 黒褐色土 m 結晶片岩類岩片>刊 ,mt,opx,hO ++ bw 結晶片岩類風化物>御岳テフラ》AT

2 黒褐色土 m 結晶片岩類岩片 >1,mt,opx,hO + bw 結晶片岩類風化物 >御岳テフラ≫AT

3 褐色土 m 結晶片岩類岩片>fl,mt,opx,ho ++ bw 結晶片岩類風化物>御岳テフラ≫AT

4 褐色土 m 結晶片岩類岩片>fl,mt,opx,ho + bw 結晶片岩類風化物>御岳テフラ≫AT

5 褐色土 m 結晶片岩類岩片 >刊 ,mt,opx,hO + bw 結晶片岩類風化物 >御岳テフラ》A丁

6 褐色土 m 結晶片岩類岩片>1,mt,opx,cpx,h0 十 bw 結晶片岩類風化物>御岳テフラ≫AT

7 褐色土 m 結晶片岩類岩片>fl,mt,opx,cpx,hO ++ bw 結晶片岩類風化物>御岳テフラ≫AT

8 褐色土 m 結晶片岩類岩片 >刊 ,mt,opx,cpx,hO 十十 bw 結晶片岩類風化物>御岳テフラ≫AT

9 褐色土 m 結晶片岩類岩片>刊 ,mt,opx,cpx,hO ++ bw 結晶片岩類風化物>御岳テフラ≫A丁

10 褐色土 m 結晶片岩類岩片>刊 ,mt,opx,cpx,hO 十十 bw 結晶片岩類風化物>御岳テフラ≫A丁

凡例 I肛晶量 w:多い mitt pi少ない               大山ガラスの量 +:10/o以 下 十十:1%～ 100/a 十十十:10%以上

鉱物・岩片等 opx:斜方輝石、cpx i単 斜輝石、mt:磁鉄鉱   大山ガラスの形態他、bW:泡壁型、pm:軽石型、

ho:角閃石、bi:黒雲母、1:長石、qt:石英
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黒褐色土や褐色土は結晶片岩類が破砕され

た砂粒に御岳テフラの鉱物と思われる斜方輝

石や磁鉄鉱、角閃石などが混 じり、更にわず

かながら九州姶良カルデラから飛来 した姶良

Tnテ フラ(AT)のバブル型火山ガラスが認めら

れる。地層全体に結晶片岩など風化岩片が含

まれることや、3～ 5cmの結晶片岩角礫が混入

していることから、御岳テフラは風成の堆積

物ではなく、水流で運ばれ、二次的に堆積 し

たものであろう。 しかし、ATの火山ガラスは、

地表面からの深さ18mヽ 2.5m(試料③～⑩)に

やや多く含まれることから、風成に近い一時

的な堆積物とも考えられる。

以_上 の結果からこの地域の扇状地の形成は、

御嶽の軽石の斜下期以後にも継続しておこな

われ、離水したのはAT斜下の2.5万年前頃と

考えられる。

上 :第3図 斜面を覆う堆積物の柱状図 下 :地質調査状況

籍

峨

世

①

②

③

①

ｏ

黒褐色上
結品岩岩類ギ1片 >御「 iテ フラ>AT

16)

褐色 |:

結品ハソ:類 ギiサ 1>御 lF:テ フラ>AT

C)
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第4節 歴史環境

まず「石仏」の地名を近世の史料から考察する。石仏 (石佛)は元禄三年(1690)高遠藩の幕府直轄領の

とき信州松代藩主真田伊豆守が幕命により行った検地 (通称真田検地)の検地水帳に記されている地名

であるが残念ながらそれ以前の地名は不詳である。

今回行われた発掘調査で、第 3号住居址内より縄文早期の押型文土器が発見されたことをはじめ、

少なくとも今から4500年前 (縄文中期)石仏は多くの人々の生活の場であつたことがわかってきた。し

かも、たいへん芸術性豊かな知性ある人達であったことが出土遺物から推察することができる。現在

調査中ではあるが、籾か蕎麦といった農作物の痕跡が残る土器片も発見されている。もし、それなる

ものであるなら次なる時代に豪族 (支配者)の勃興を促 したであろうということにつながるたいへん貴

重な発見である。しかし、いまだ長谷村では弥生時代の遺構が発見されていない。縄文時代、いつの

頃か急激な寒冷化や疫病の大流行があり忽然と集落が消滅してしまったか、南方、北方の渡来人との

同化が進んだのかなど、まだ推測の域は脱しないものの、様々な問題を提起する遺跡であつた。

大正14年発行の「長野県市町村提要」によると、溝口区には、神社は熱田社、寺院は常福寺、名所旧

蹟は下ノ城、上ノ城があると記されている。 この中で石仏遺跡にもっとも近い上ノ城は、丸山と呼ば

れている地にあったものだとされ、その城館敷地の規模 (第 4-1、 4-2図参照)か らみて砦、館であった

と考えられる。真田検地の検地水帳には、垣外、御山 (ミ 山)、 丸山という地名 (第 5図参照)があり、平

安時代からこの名で呼ばれていた土地であったと考えられている。また、上ノ城の南に立小路、屋敷、

屋敷添などといった地名も記され現存している。丸山地籍において行われた表面採取調査では、縄文

時代中期の土器、平安時代の灰釉陶器、中世の天目釉などが発見されている。 この地は平地になって

いる箇所がありその面積は約2,650ぽで、現在は畑や一部宅地に利用されている。巷説では、溝口代の

館ではなかったかとの見方が有力である。 この溝口氏の歴史については、武田信玄に雇従し遠州高天

神城攻略戦に討死した説と、同じく武田信玄により狐島(伊那市)に謀殺されたという二つの説がある。

次に常福寺について大正10年 (1921)発行の「上伊那郡史」より記してみる。開山は文治三年(1187)鎌

倉時代初期で、開山当時は真言宗であった。しかし、天正六年(1578)故 ありて曹洞宗に改めたという

寺院である。

中世後期、溝口は武田氏が統治、元和元年(1615)以後は保科。鳥居氏が治め幕府の直轄領であった。

元禄四年(1691)内藤清長安房国より入府し高遠三万三千石の領主となる。内藤氏は入府後ただちに入

野谷郷溝口村、非持村に御林を設定、石仏遺跡の上御殿山をはじめ溝口村に12町歩、非持村に 1町ム

百姓山(端山)持主在地のまま藩の直接管理林とし、たとえ持主といえども入山を厳禁した。元来百姓山

の少ない両村にとって慶長年間より境争いの大大沢境界争いに油を注ぎ、ときには流血の惨事も発生し

た。明治H年 (1878)松本区裁判所の調停により両村の和解が成り、鹿嶺高原南斜面の不動岩を境岩 (梵

天岩)と し、29字 を彫り河合村非持、長谷村溝回の境界とし400年にわたる両村の境争いに終止符がうた

れたのであった。
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上 :第4図-1 上城丸山地積平面図 下 :第4図‐2 上城丸山地籍断面図

-10-
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第3章 遺構と遺物

第1節 調査の概要

今回の調査は、中山間地総合整備事業溝口地区圃場整備工事に伴う埋蔵文化財記録

保存のため実施した緊急発掘調査である。調査地は、長谷村大字溝口1490-1番地付近

の水田地区が調査の対象となった。

調査は平成11年 11月 4日 から27日 まで実施し、調査対象面積は約 4,000ぽ。

今回は事前調査として巾2mの トレンチによる試掘を行い、遺構分布の状況を把握し

本発掘にのぞんだ。その結果は、縄文中期後葉の住居址 7軒 を発掘調査することがで

きた。

kヒ
1/500

″へ

Ne
〃
肌
Ｗ
〃
「
＝
月

第6図 石仏遺跡遺構分布図
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第 2節 遺 構 と遺 物

第 1号住居址 (第 7図・図版1上 )

遺構

本址は、石仏遺跡の調査区G-5

に発見された住居址である。

今迄の土地改良工事の折に、本住

居址の西方向は切 り取られていた

ので住居址の1/3は測定は出来なか

つた。規模は南北5.45mを 測る。

推測ではあるべ 東西は 5m余りと

考えられる方形竪穴式住居址である。

遺構の壁の切 り込みはテフラ層に

20～ 22cm程切 り込んで造られてい

た。壁面には現在わかる範囲では

特別の施設は発見できなかった。

床面は東側約半分程はよく踏み

固められていたが、西側の方は明

でない、柱穴は東佃1の P10P2ほ

かは明きらかでない。本址の主柱

と考えられるが、P3は補助穴と考

えられる。炉址は遺構の中央やや

東測に施けられていた、規模は東西

90cm。 南北90cm。 南北70cmで 自然石

による石囲炉址である。

土器 (第 3.9図・図版5)

1は深鉢形土器、横帯に連続押

圧文の井戸尻 Ⅱ式土器。 2は深鉢

形土器、隆線と隆線の間に櫛状器

具による平行文の井戸尻 Ⅱ式土器。

3は、深鉢形土器の底部、楕円文

の内側に竹管による押引文の井戸

尻Ⅲ式に比定される土器。 4は、

隆線に竹管具による連続爪形文頸

部に斜縄文の井戸尻Ⅲ式土器。

5は、深鉢形土器、隆帯や竹管具

による平行文の井戸尻Ⅲ式に比定

される土器。 6は、深鉢形土器、

隆帯には交互に刺突文、胴部は竹

A

● 土 器

■ 土師器

▲ 石 器

○ 陶 器

図 灰 釉

× 鉄 器

☆ その他

第7図 第1号住居址実測図・遺物分布図
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2-2-7

管具による平行文と交互に刺突文の井戸尻 Ⅱ式に入る土器。 7は、隆線に連続刻目文と刺突文の曽利 I

式土器。 8は、深鉢形土器の胴部、竹管による平行文や粘土紐張 り付に押引文、楕円文の曽利 I式土器。

9は、深鉢形土器の口縁部、隆線の渦巻文、楕円区画文の内側に蛇行文が配された曽利 Ⅱ式土器。10は、

深鉢形土器、隆線による唐草文と平行沈線文や粘土紐の蛇行文の曽利 Ⅱ式土器。11は、深鉢形土器、隆

線による楕円区画文に沈線による平行文の曽利 Ⅱ式土器。12は、深鉢形土器の底部。底部は割竹による

アジロ痕、他は無文の曽利V式土器。13は、底部、細日の沈線文の曽利Ⅳ式に入る土器。14は、日縁部、

渦巻文や楕円区画文内に竹管具による平行沈線文の曽利Ⅲ式土器。15は、隆線による平行懸垂文と綾杉

文の曽利Ⅳ式土器。16は、斜縄文の曽利 Ⅱの土器。17は、荒目の斜縄文の曽利 Ⅱ式に入る土器。18は、

隆帯に斜状の連続刻目文の曽利 I式土器。19は 、深鉢形の回縁部、無文曽利 Ⅱ式 と考えられる土器。20

は、櫛状器具による細目の斜行文の曽利Ⅳ式土器。21は 、地文に斜行文と平行の懸垂文の曽利Ⅳ式土器。

22023も 同類の土器。24は 、楕円文や斜線平行文の曽利Ⅳ式と考えられる土器。25は 、甕形土器の口縁

部、隆帯による横位平行文や、楕円区画文内に沈線による平行文の曽利Ⅳ式土器。26は 、日縁部、横位

に並行沈線文や縦位に平行文の曽利Ⅳ式土器。27は 、深鉢形の口縁部に平行沈線文の曽利Ⅳ式 と考えら

れる土器。28は 、無文の縄文中期末葉の土器。29は 28と 同じ土器。本址は縄文中期後葉の住居址。

石器 (第 9図 。図版5)

30は 、緑色岩の磨製石斧。31は緑色岩の横刃型石器。32は 、安山岩の凹石。33は 、硬砂岩の敲石。

34は 、硬砂岩の敲石。35は 、緑色岩の磨石。
-15-
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第 2号住居址

(第 10図 。図版1下 )

本址は石仏遺跡調査

区G-4に発見された住

居址である。本址 も、

第 1号住居址 と同様今

までに行なわれてきた

土地改良工事の折 りに、

遺構の西側は半分程切

り取 られてしまったの

で、計測は出来得なか

ったが、本址の南北の

長さが4.5mあったので

東西も4.5～ 5.Om範 囲の

隅丸方形の竪穴式住居

址ではなかったかと考

えられる。本址の壁に

は特別の施設は見 られ

なかった。また、床面

も第 1号住居址 と同様

東側は固 く踏み固く踏

み固められているが、

西側は不明である、柱

穴は Pl.P2.P3.が柱

穴 と考えられる。

遺物

(第 11.12図・図版6)

1は半裁竹管具による

連続爪形文井戸尻 Ⅱ式

土器。2は隆線に半裁竹

管具による爪形文の井戸

尻Ⅱ式と考えられる土器。

3は 2と 同形式の土器。

4は深鉢形土器の回縁部。

横位と縦位の平行文に押

引文が施された縄文中期

後葉の初頭の土器。5は

隆線による楕円文に竹管

具による連続押引文や平

が
上Ａ

一

A'

凡 例

● 土 器

■ 土師器

▲ 石 器

○ 陶 器

図 灰 釉

△ 黒曜石

× 鉄 器

☆ その他

第10図 第2号住居址実測図・遺物分布図

892.0

0       1      2m
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第12図 第2号住居址遺物石器実測図

行線文の縄文中期後葉曽利 Iの土器。 6は深鉢形土器の口

縁部と頸部。隆線による平行文や粘土紐が施された土器。

7は深鉢形土器。隆線による楕円文や蛇行文、平行沈線文

の井戸尻 I式土器。 8は深鉢形土器でL一 RR文の藤内Ⅱ式と考えられる土器。 9は斜縄文の井戸尻Ⅱ

式土器。10は深鉢形土器の掘折形底部。井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。11は深鉢形土器。無文、井戸尻

系の土器。12は甕形土器の回縁部。粘土紐を連続に張り付けた曽利 I式土器。13、 14も 同形式の土器。

15は隆帯に並列竹管具による連続押引文や、平行線文の曽利Ⅱ式と考えられる土器。16は深鉢形土器。

隆線による楕円文や縦、横位の斜線平行文の曽利Ⅱ式土器。17は隆線による楕円文、粘土紐による蛇行

文や竹管具による連続平行文の曽利Ⅱ式土器。18は鉢形土器の口縁部。隆線による渦巻文、半裁竹管具

による平行沈線文の曽利Ⅱ式土器。19は箆状器具による連続押引文の曽利Ⅱ式土器。20は小形の鉢形土

器。楕円文、半裁竹管具による連続押引文や平行文の曽利Ⅱ式土器。21は竹管具による沈線文の曽利Ⅲ

式と考えられる土器。22も 同類の土器。23は小形の鉢形土器。磨消地に竹管具による楕円文や、半裁竹

管具による連続押引文の縄文中期後葉と考えられる土器。24は ミニチュア土器。口縁部に把手が付され

ている縄文中期後葉の土器。25は地文が斜縄文、それに沈線による平行文の縄文後期堀之内 I式 に入る

土器。26は甕形土器。日縁部に竹管具による平行文を施し、その外は磨消文の縄文後期堀之内Ⅱ式かと

思われる土器。27も 同類の土器。

石器 (第 12図 。図版6)

28は緑色岩の打製石斧。29は緑色岩の敲石。30は緑泥変岩の横刃型石器。31は安山岩の凹石。32は

硬砂岩の敲石。33、 34は黒曜石の横刃型石器。35は緑色岩の石垂。

-18-



第 3号住居址 (第 13図 。図版2上 )

本址は、石仏遺跡調査区G-4に発見

された住居址である。本址の規模は、

南北約4.Om、 東西約4.Omと 考えられる

遺構である。本址の壁は、テフラ層に

18cm前 後切 り込んでいた東壁を確認 し

たのみにとどまり、他はほとんど欠け

てしまっていた。床面は、東側の半分

は固 く踏み固められていた。また、本

址の柱穴は、 Plを 確認 したのみで P2

は土墳的なものであると考えられる。

本址の炉址は認められなかった。本址

は縄文中期後葉の住居址。

土器

(第 14.15.16図 0図版7上 .下 .8上 )

1は 山形文の押形文土器で、縄文早

期の中葉と考えられる。 2は三角文と

隆線を囲んで連続爪形文の井戸尻 Ⅱ式

に比定される土器。 3は地文が斜縄文

で、それに隆線を囲んで竹管具による

連続爪形文の井戸尻 Ⅱ式に比定される

土器。 4は深鉢形土器の回縁部隆帯に

縄文が施された井戸尻 Ⅱ式に類似され

れいる土器。 5は深鉢形土器。隆帯に

連続爪形文が施された井戸尻 Ⅱ式に分

類される土器。 6は大形の深鉢形土器

の口縁部把手。左右に日玉状の穴が付

され、それに隆線に刻目や三角文が施

された井戸尻Ⅱ式土器。 7は深鉢形土

器。文様は隆帯に平行に半裁竹管具に

よる押引文が施された井戸尻Ⅲ式に類

似 した土器。 8は深鉢形土器で、楕円

形隆線に連続竹管文が施された土器。

9、 10は 深鉢形土器。隆線を挟んで竹

管具による連続平行文が施された井戸

尻Ⅲ式に比定されると思われる土器。

11は深鉢形土器。平行 している隆線に

連続 して刺突文が施された井戸尻Ⅲ式

A

0

／″／
892.0

凡 例

● 土 器

■ 土師器

▲ 石 器

○ 陶 器

図 灰 釉

△ 黒曜石

× 鉄 器

★ その他

第13図 第3号住居址実測図
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土器。 12は平行沈線文や連続爪形文の井戸尻Ⅲ式に比定されると思われる土器。 13は横帯にU字、逆U

字の連続文、藤内Ⅱ式に見られる土器。14は深鉢形土器。地文が斜縄文、日縁部に隆線と隆線の間に連

続爪形文や連続矢形文が施された井戸尻 I式 に見られる土器。15は深鉢形土器。半円形に連続刺突文や

爪形文の縄文中期中葉の土器。16は R一 LLの斜縄文土器。縄文中期中葉と考えられる土器。17は深鉢

形土器の口縁部把手。渦巻状紋に連続刺突文の曽利Ⅱ式土器。18は回唇が無文帯、その下部に隆帯がめ

ぐり、更に頸部以下にR一 LLは 口唇が無文帯、その下部に隆帯がめぐり、更に頸部以下にR一 LLの

斜縄文の曽利Ⅲ式土器。19は深鉢形土器の口縁部。隆帯による楕円文、頸部には斜縄文の曽利Ⅲ式かⅣ

式の土器。20は深鉢形土器の口縁部。地文が斜縄文に沈線による楕円形の文様の曽利Ⅲ式土器。21は波

状口縁部。円形文や楕円文を連ね、内部に縄文を施した曽利Ⅲ式土器。22は深鉢形土器の回縁部。隆線

による楕円文などが施された曽利Ⅳ式土器。23は鉢形土器。隆線による楕円文の内に、楕円状に連続刺

突文の曽利Ⅲ式土器。24は深鉢形土器の口縁部。地文に斜縄文、沈線による蛇行文の施された曽利Ⅲ式

土器。25は 隆線による抽像文の曽利Ⅲ式に比定される土器。26は深鉢形土器の底部。文様は沈線による

平行文と磨消文、また、内部の底にlcm程の刺突文が3箇所ある曽利Ⅳ式と考えられる土器。27は鉢形土

器の口縁部。日唇は無文と平行沈線文、下部には結節蛇行文の曽利Ⅲ式土器。28は深鉢形土器。横位に

連続刺突文、斜縄文、平行沈線文、隆帯文が施された曽利Ⅲ式に比定される土器。29は深鉢形土器隆帯

、地文は斜縄文それに結節縄文の曽利Ⅲ式土器。30は深鉢形土器の口縁部。渦巻文、楕円文に平行沈線

文、胴部は綾杉文の曽利Ⅳ式土器。31は深鉢形土器。沈線による蕨手文と綾杉文の曽利Ⅳ式土器。32は

深鉢形土器の口縁部。沈線による楕円文や蕨手文の縄文後期前葉と思われる土器。33は深鉢形土器。隆

線による渦巻文や沈線による平行文と、綾杉文の曽利Ⅳ式と考えられる土器。34は深鉢形土器。地文に

大形の縄文が施され、その上に沈線による楕円文などの曽利Ⅲ式と考えられる土器。35は深鉢形土器の

口縁部。日唇に連続刺突文、またやや深い沈線文が横位に引かれ、胴部以下は地文が縄文で、沈線によ

る広めの平行文が施された曽利Ⅲ式に比定される土器。36は 台付土器の台の部分。刺突文や平行沈線文

の曽利Ⅲ式と思われる土器。37は 35と 同形式の土器。38は深鉢形土器。無文地に沈線の平行文が描かれ

た曽利Ⅳ式と考えられる土器。39は鉢形土器の回縁部。沈線による平行文や楕円文の曽利末期と考えら

れる土器。40は 深鉢形土器の頸部で、磨消文や8の字状の貼付文などの堀之内Ⅱ式土器。41は器形不明。

地文が斜縄文や磨消文などの縄文後期堀之内 I式 と考えられる土器。42は無文地に平行隆線文と8の字

状の貼付文の堀之内 I式土器。43は無文地に平行隆線文や渦巻文の堀之内I式土器。44は鉢形土器。地、

文が縄文それに磨消文や平行沈線文、また、裏面にも横位の沈線による平行文の堀之内Ⅱ式に見られる

土器。45は 無文の堀之内 I式土器。

石器 (第 16図 。図版8上 )

46は緑色岩の打製石斧。47は硬砂岩の打製石斧。48は硬砂岩の打製石斧。49は緑色岩の半磨製石斧。

50は緑色岩の打製石斧。51、 52は緑色岩の敲石。53は緑色岩の凹石。54は硬砂岩の凹石。55は硬砂岩

の磨石。56は緑色岩の石垂。
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第4号住居址

(第 17.18図 0図版2下 )

本址は、石仏遺跡の調査区G-3、

G-4地点に発見された遺構である。

この遺構の規模は東西5。 3m、 南北

6.3mの竪穴式の住居址である。遺

構のテフラ層に切り込85cmを測る。

本址の北壁は第 5号住居址で切ら

れている。また本址の壁を補強す

るため、杭が打たれた跡が 8箇所

確認された。更に壁に添つて周溝

が三箇所認められた。床面は一部

に張 り床が見受けられた、その外

は大方固く踏み固められていた。

柱穴は Pl・ P3・ P40P5・ P6の 5

箇所が主穴 と考えられる。その外

は補助穴と思われる。炉址は遺構

の中央やや東寄 りに設けられてい

た。その規模は1.4m、 深さ35cmの、

やや大形の石囲炉であった。埋甕

1は Plと P6と の中間に検出され

た、香炉形釣手土器は炉址の東側

P4の所より出土 した。調査番号

No54。 調査された位置の高さは295

cmの 黒土中からであった。

土器 (第 19～ 25図・図版8下～11上 )

1は 、香炉形釣手土器。長谷村石仏遺跡第4号住居址より出土 した土器。出土年月日は平成HttH月 14

日。総高14.5cm、 胴長15.Ocmを 測る。香炉部分は底長7cm、 高さ3.5cm、 楕円形で内部には黒煙が付着 し

ている。釣手部分は、巾5cmの帯状になっていてこの部分は粘土の縄で四段に左右を結束 している。ま

た、結束部の表裏には、楕円形の隆帯に竹管具による押引文などが彫 り込まれている。このような文様

から、本遺跡に居住していた縄文の人々はかなり深い信仰のあった優雅な人々であっただろうと推測さ

れる。 2は、深鉢形土器。胴部に沈線が施された曽利Ⅱ式土器。 3は、日縁部を欠いている大型深鉢形

土器。平行隆線と間に粘土紐による蛇行文が三条、それと隆線による渦巻文、懸垂文、綾杉文の施され

た唐草文Ⅱ式土器。 4は、楕円文とそれを囲む連続竹管文や押引文の井戸尻Ⅲ式土器。 5は、隆帯と平

行沈線文、また、連続竹管文などの井戸尻 I式土器。 6は、深鉢形土器の回縁部、平行に引かれた平行

沈線文に刻目が施された井戸尻Ⅲ式土器。 7は、深鉢形土器、隆線の上下に連続爪形文が施された、藤

内 I式土器。 8は、隆線に竹管具による連続押引文の藤内Ⅱ式に比定される土器。 9は、連続爪形文の

藤内Ⅱ式に入る土器。10は、深鉢形土器、隆帯に連続爪形文、藤内Ⅲ式に入る土器。11は、隆帯に連続

爪形文が施された土器、井戸尻Ⅲ式土器。12は、深鉢形土器の口縁部、隆帯に連続山形文が施されてい

る井戸尻Ⅱ式に見られる土器。13は、隆線の区画文に添つて施された連続爪形文の藤内Ⅱ式に見られる

A

0       1       2m

第17図 第4号住居址実測図
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土器。14は 、深鉢形土器、隆線に

よる楕円文に平行に押引文が施さ

れ、更にその下部に竹管具による

連続爪形文が施された井戸尻 I式

に比定されると思う土器。15は 、

隆線に連続爪形文や半裁竹管具に

よる井戸尻Ⅲ式土器。16は、深鉢

形土器の口縁部、隆線による楕円

文を囲み三角状の押引文が施され

た井戸尻Ⅲ式に入ると考えられる

土器。17は、深鉢形土器、竹管具

による平行沈線文の井戸尻Ⅲ式土

器。18は、深鉢形土器の口縁部、

連続的に指痕が施された土器藤内

I式 に見 られる土器。19は、深鉢 百tノ彗

形土器の口縁部、無文帯であるが、 ■ 土師器
▲ 石 器

胎土から丼戸尻Ⅱ式。20は深鉢形 ○陶器

土器、無文であるが胎土から丼戸 暑く嘉》

尻 Ⅱ式。21は 、20と 同じ土器。22

は、深鉢形土器の口縁部、日唇に

三条の連続爪形文、井戸尻 Ⅱ式土

器。23は 、深鉢形土器、隆帯の回

縁部三角文。24は 、隆帯に連続爪

形文の井戸尻Ⅲ式。25は 、隆帯の

ヾメ

゛
ｔ

●
　

・●
゛

・
・
　
　
メＬｒ◎

．

× 鉄 器
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第18図 第4号住居llL遺物分布図

区画文や竹管具による平行沈線文の井戸尻Ⅲ式土器。26は 、平行隆線に半裁竹管文、井戸尻Ⅲ式。27は 、

平行隆線に連続竹管文と平行沈線文の曽利I式土器。28は 、キヤリパ形の深鉢形土器の回縁部、隆線に

半裁竹管具により平行押引文や箆状具により横位平行沈線文の井戸尻Ⅲ式に比定される土器。29は 、平

行隆線に箆状具に刻日、斜状日の井戸尻Ⅲ式土器。 30は、粘土張付の曽利 I式。31は 、深鉢形土器の口

縁部、平行斜線文の曽利 I式土器。32は 、半裁竹管具による平行文曽利 I式土器。33は 、キヤリパー形

の深鉢形土器の口縁部、日唇内にも連続の平行文が施され、回縁部には平行竹管文が横位に引かれ更に

その上に粘土紐による蛇行文の唐草文様のⅡ式土器。34は 33と 同類の土器。35は 、半裁竹節具による縦

位の平行文と二条の隆線文間に粘土紐の蛇行文の曽利 I式 と考えられる土器。36は 、隆線による楕円や

渦巻文その間に刺突文が施された曽利Ⅱ式土器。37は 、隆線による渦巻文や蛇行文、または、連続平行

文などの曽利Ⅱ式土器。38は 、隆線による連続渦巻文や平行文と蛇行文の曽利 I式土器。39は 、隆線によ

る楕円区画文や渦巻文、平行沈線文の曽利Ⅱ式土器。40は 、隆線による楕円区画文や渦巻文、平行沈線

文の曽利Ⅱ式と考えられる土器。41は 、隆線による渦巻文や二重の有孔の鍔付土器曽利Ⅱ式土器。42は 、

大形の深鉢形土器の釣手把手、曽利 I式 と考えられる土器。43は 、隆線による渦巻文や楕円文の曽利Ⅱ

式土器。44は 、隆帯による渦巻文その内側に箆状具による連続刺突文の曽利Ⅱ式と考えられる土器。
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45は 、深鉢形土器の口縁部の把手。46は 、深鉢形土器の口縁部、隆線による渦巻文や斜線平行文の曽利

Ⅱ式土器。47は 、深鉢形土器、隆線による渦巻文や、竹管具による平行文など施された曽利 Ⅱ式上器。

48は 、深鉢形土器、隆線による縄目文や楕円文が配され、その内に逆uの字形の文様が施された曽利 Ⅱ

式土器。49は 、深鉢形土器の口縁部、隆線による連続楕円形、その内部に平行沈線文の曽利Ⅲ式土器。

50は 、深鉢形土器の回縁部、隆線による渦巻文や楕円文などで区切 りその内側に竹管具による平行文や

綾杉文などを施 した曽利 Ⅱ式土器。51は 、隆線による楕円状区画文に矢羽状の押引文の井戸尻Ⅲ式 と考

られる土器。52は 、深鉢形土器の口縁部、日唇は無文帯、頸部に一条の隆帯をめぐらしその上位に連続

刺突文の曽利 Ⅱ式土器。53は 、深鉢形土器の口縁部、隆線による楕円文、その内に竹管具による平行沈

線文、胴部には綾杉文の曽利Ⅲ式土器。54は 、深鉢形土器の胴部、地文が斜縄文や平行沈線文の曽利 Ⅱ

式土器。55は 、深鉢形土器の口縁部に付けられた、渦巻状の把手曽利 Ⅱ式と考えられる土器。56は 、深

鉢形土器,隆線による楕円文や渦巻文の曽利 Ⅱ式に比定される土器。57は 、隆線による区画文、その上

には竹管具による連続爪形文などの施された曽利 I～ Ⅱ式間に入ると思われる土器。58は 、隆帯による

連続楕円文内に平行沈線文の曽利 Ⅱ式土器。59は 、深鉢形土器、隆線による細長状の楕円区画文内には

斜状文と結節縄文が施された曽利 Ⅱ式土器。60は 、地文が斜縄文、それに平行沈線文や結節縄文の曽利

Ⅱ式土器。61は 、60と 同形式土器。62は 、長日の隆線による区画文その内側に地文の斜縄文、結節縄文

の曽利 Ⅱ式土器。63は 、62と 同型式土器。64は 、深鉢形土器、沈線による蕨手文と櫛状具による沈線文

の曽利Ⅲ式土器。65は 、深鉢形土器、隆線による楕円区画文と綾杉文土器、曽利Ⅲ式土器。66は 、地文

が櫛状器具による平行沈線文紋、その上に沈潜による懸垂文、その先に蕨手文の付 された曽利Ⅱ式土器。

67は 、楕円の隆帯文、粘土紐に連続刺突文、その間に沈線による綾杉文が付 された曽利 Ⅱ～Ⅲ式土器。

68は 、唐草文や楕円区画文が付された内に沈線による綾杉文曽利Ⅲ式土器。69は 、深鉢形の胴部と思わ

れる土器、粘土紐を描像的に施 した間に綾杉文が描かれた曽利Ⅳ式と考えられるもの。70は 、深鉢形土
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器、胴部と思われる箇所、沈線による綾杉文と蛇行文の曽利Ⅳ式土器。71は 、小形の土器の底部、沈線

による平行沈線文の並列文、その間には細目の格子目文や蛇行文が施された曽利Ⅳ式と考えられる土器。

72は 、縦に平行沈線文が等間隔に描かれ、その間に節目の斜線文を施した曽利Ⅳ式土器。73は 、深鉢形

土器の胴部、地文が細かい斜縄文と平行沈線文や蕨手文が描れた曽利Ⅳ式に比定される土器。74は 、深

鉢形土器の胴部と考えられるもので櫛状器具による平行文や蛇行沈線文の曽利Ⅳ式と考えられる土器。

75は 、深鉢形土器の胴部、箆状器具により刺突文の曽利Ⅳ式と考えられる土器。76は 、甕形土器、平行

隆線文や沈線による蛇行文や渦巻文が描像的に描れた曽利V式に比定される土器。77は 、深鉢形土器口

縁部、平行沈線文や渦巻文の曽利Ⅳ式と考えられる土器。78は 、深鉢形土器、沈線による断続的な文様

の曽利Ⅳ式と考えられる土器。79は、深鉢形土器、隆帯文をめぐらし、その下方は沈線による平行文や渦

巻文がめぐらされた曽利Ⅳ式に比定される土器。 80は、地文が斜縄文、それにほぼ等間隔に沈線による

U字文、逆U字文の描かれた曽利Ⅳ式土器。81は 、深鉢形土器の回縁部。日唇は無文帯、回縁には沈線

採‐37
44-13

42-29
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による波状文と渦巻文、胴部は無文の縄文後期末葉と考えられる土器。82は 、小形の土器、第4号住居

址の炉址の東より出土した特殊なもので文様は平行沈線文、蛇行文などを主軸に描き空間を埋める描像

文の曽利V式に比定される土器。83は 、櫛刃状具による波状文や、横位の平行沈線文の時期不明の土器、

今後の研究資料。84は 、沈線による楕円文や綾杉文の曽利V式末の土器。85は 、斜縄文と磨削文の加曽

利B式土器。86は 、小形の鉢形土器の回縁部、沈線による楕円文や、細目の縄文の加曽利B式土器。87

は、無文地に沈線による二重楕円文の加曽利B式土器。88は 、口縁部に隆帯他は無文の加曽利B式土器。

89は 、磨消文の土器、加曽利 B式土

器。90は 、小形の磨消文の加曽利B

式土器。91は 、キャリパー形土器の

回縁部磨消文の加曽利 BⅡ 式と思わ

れる土器。92は 、沈線文と磨消文の

縄文晩期安行式土器。93は 、92と 同

じ時期の土器。94は 、93と 同じ土器。

95は 、安行系の土器の底部。96、 97

も、同期の土器。

石器 (第 25、 26図 。図版10下 )

98、 99は 、緑色岩の打製石斧。100

は、緑泥変岩の打製石斧。101は 、

緑色岩の打製石斧。102は 、緑色岩

の打製石斧。103は 、硬砂岩の打製

石斧。104は 、緑色岩の打製石斧。

105は 、緑色岩の凹石。106は 、緑色

岩の叩石を利用 した凹石。107は 、

緑色岩の磨製石斧を利用 した凹石。

108は 、硬砂岩の磨石。109は 、緑色

岩の立型式打製石斧。110は 、緑泥

変岩の横刃型石器。

-34-
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第27図  第5号住居l■実測図

0       1      2m

第 5号住居址 (27.28図・図版3上 )

本址は、石仏遺跡調査区G-3地点に発見された竪穴式住居址である。この遺構の規模は東西6.6m。

南北6.2m、 テフラ層に堀り込みの深さは,約45cm楕円形の遺構である。遺構は南側の一部切って造られ

ていた。遺構の壁には特別な施設は認められなかった。床面は相対的によく踏固められていた。柱穴址

はPl～ P4が本址の主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は平均で上部の径が75cm、 内径の底部で25cm

内外であつた。炉址は東寄りに設けられている、その規模は東西95cm一南北1.25m。 楕円形の炉址であ

つた、炉内には焼土があり、焼けた小形の炉に使用されたと思われる自然石が散在していた。

土器 (第 29～ 34図・図版11下～13下 )

1は、台付の深鉢形土器である。日径21cm、 高さ30cmを 測る。そのうち台は高さ7 cm、 径1lcmで側面

4箇所に楕円形の穴が穿たれている。胴部は径14cmの楕円形である。口縁部は二重で楕円の穴が30箇穿

たれている。日唇には方形の把手が付され文様は斜縄文や渦巻文、矢羽根文などの曽利Ⅱ式である。

2は深鉢形土器。大きさは口径が24cm、 高さ30cmで 回縁部には隆線による楕円区画文、その内には斜状

縄文、胴部から底部にかけては地文が斜縄文、それに沈線による縦位文と蛇行文が施された土器。曽利

Ⅱ式の古い土器。 3は左右に把手のついた鉢形土器。この土器は回径H。5cm、 高さ14.5cmを 測る。胴部は

隆線と沈線による大小の渦巻文や連続刺突文が施された曽利V式の土器。 4は、羽状縄文と斜縄文の土

器である。この文様は縄文前期の未諸磯式に見られる土器。 5は、箆状器具による不規則刺突文土器、
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これも諸磯式に見られる土器。 6は、並行条線文の踊場式に見られる土器。 7は、隆帯による渦巻文や

、隆線に半割竹管具による押引爪形文など付 した井戸尻 Ⅱ式土器。 8は、深鉢形土器、無文帯や平行沈

線文の井戸尻 Ⅱ式と考 られる土器。 9は、深鉢形土器、隆帯に半裁竹管具による連続平行文の井戸尻Ⅲ

式土器。10は、深鉢形土器の回縁部、隆帯及び隆帯に添って半裁竹管具による爪形文が施文されたⅡ式

土器。11は、深鉢形土器の回縁部、隆帯に竹管具連続爪形文頸部に斜縄文の井戸尻 Ⅱ式土器。12は、隆

帯やその周辺に半裁竹管具による爪形文や矢羽文などが施された井戸尻 Ⅱ式 と考えられる土器。13は、

隆線の上下に竹管具による爪形文や結節文の井戸尻Ⅱ式と考えられる土器。14は、隆線による渦巻文に

連続爪形文などが施された藤内Ⅱ式に見られる土器。15は、竹管具による平行爪形文や刺突文の井戸尻

Ⅱ式土器。16は、隆帯に半裁竹管具による連続爪形文の井戸尻Ⅲ式の土器。17は、深鉢形土器の口縁部

、隆帯に脂圧文や三角文が施文された藤内Ⅱ式に見られる土器。18は、深鉢形土器、隆帯に平行の彫目

文の井戸尻Ⅲ式土器。19は、深鉢形土器の口縁部、平行沈線文が交互に施された井戸尻Ⅲ式土器。20は

、半裁竹管文が三重に施された深鉢形土器、井戸尻Ⅲ式に比定される土器。21は 、深鉢形土器、隆帯に

平行の彫目文を施し頸部には平行沈線文や矩形文の内を平行斜線などが描かれた井戸尻Ⅲ式と考えられ

る土器。22は、深鉢形土器、隆帯による楕円文その上下に半裁竹管具による連続爪形文が施された曽利

式に比定される土器。23は 、竹管具による平行沈線文の曽利Ⅲ式と考えられる土器。24は 、深鉢形土器

の口縁部、平行沈線文や横位のU字文の施された井戸尻 I式に比定される土器。25は 、深鉢形土器の口縁

％＼

・Lft4」「
・111∴]Llど

い

100毬
。  °°
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部、箆状器具による平行沈線文が描かれた井戸尻Ⅲ式と考えられる土器。26は深鉢形土器、楕円形隆帯

の内側に竹管具による平行線文の井戸尻 I式土器。27は深鉢形土器。蛇行隆線、その間に半裁竹管文、

その下部に並行沈線文、また頸部下には斜状平行文の井戸尻Ⅲ式土器。28は深鉢形土器の頸部。粘土紐

の楕円区画文、その内側に竹管具による押引文、その上下は半裁竹管具による並行文の曽利Ⅱ式土器。

29は平行の隆線文の間に箆状器具による連続文、その上下には地文が斜縄文それに結節縄文の曽利Ⅱ式

土器。30は横位に平行隆線文、その下部に竹管具による平行文の曽利Ⅱ式土器。31は深鉢形土器の回縁

部。隆線による楕円文の上に箆状器具による平行文の曽利Ⅱ式土器。32は深鉢形土器の把手部。円形隆

帯に二重の連続刺突文、その下に釣手が付されている曽利 I式末の土器。33は深鉢形土器の回縁部。隆

帯による二重連続文が施された釣手の部分、曽利Ⅱ式土器。34は 33と 同形の土器。35は深鉢形土器の口

縁部。隆帯に蕨手文、その下部箆状器具による平行沈線文の曽利Ⅱ式土器。36は深鉢形土器の波状口縁

部。隆線による楕円渦巻文や箆状器具による連続刺突文の曽利Ⅱ式土器。37は斜縄文の曽利Ⅱ式土器。

38は深鉢形土器。隆線による唐草文土器唐草文Ⅳ式土器。39は 隆線による渦巻文や平行沈線文、竹管具

による押引文の曽利Ⅱ式上器。40は 深鉢形土器。隆線による渦巻文と綾杉文の曽利Ⅱ式土器。41は深鉢

形土器。竹管具による平行沈線文、その上に粘土紐による蛇行文の曽利Ⅱ式土器。42は 深鉢形土器の回

縁部。日唇に沈線による蛇行文。箆状器具による連続刺突文の曽利Ⅱ式に比定される土器。43は 深鉢形

土器。隆線による渦巻や楕円や方形区画文の内側に平行沈線文などが描かれた曽利Ⅱ式土器。44は 深鉢

形土器。隆線によるU字文の内側に箆状器具による平行沈線文が引かれ連続刺突文が施された曽利Ⅱ式

に比定される土器。45は波状口縁土器。隆線による渦巻文、楕円区画文内には斜縄文の曽利Ⅲ式土器。

46は 口縁部に連続渦巻文、その下部には楕円文内に平行沈線が描かれた曽利Ⅲ式A土器。47は 深鉢形土

器の口縁部。隆線による楕円区画文や渦巻文が施され、さらにその脇に斜縄文と結節文が描かれた曽利

Ⅳ式の土器。48は 台付土器の台部の底部を欠いた部分と、胴部の上の部分を欠いた土器。隆線による楕

円文や長形区画、その内に連続平行沈線文の曽利Ⅱ式に比定される土器。49は 深鉢形土器の口縁部。隆

線による楕円文や渦巻文に連続刺突の曽利Ⅲ式Bの土器。50は深鉢形土器の口縁部。地文に斜縄文、沈

線による渦巻文や平行懸垂文の曽利Ⅲ式B土器。51は深鉢形土器。日縁部は無文帯、頸部に隆帯、その

上面に連続刺突文、胴部は地文が斜縄文と沈線平行懸垂文の曽利Ⅲ式Aと 考えられる土器。52は キャリ

パー形土器の口縁部と頸部。日縁部は地文が斜縄文、その上に結節縄文を施した文様。頸部は平行沈線

文と横位に連続刺突文の曽利Ⅲ式Aの土器。53は深鉢形土器の口縁部。沈線によるU字区画文、その内

部に沈線による蛇行文の曽利Ⅳ式土器。54は深鉢形土器の口唇の部分。沈線による平行文、その間に斜

状連続刺突文や円形刺突文の曽利Ⅳ式土器。55は鉢形土器の回縁部。隆線による半楕円区画文や蛇行文、

小形把手に有孔文などが施された曽利Ⅳ式に比定される土器。56は深鉢形土器の口縁部。隆線による連

続楕円文、その楕円文の接点に渦巻文や大形の連続刺突文の曽利Ⅳ式土器。57は深鉢形土器の頸部に付

けた有孔把手で、その左右には大目の斜縄文が付されている曽利系 I式土器。58は鉢形土器の釣手。沈

線による楕円文の内側に渦巻文を配した曽利Ⅳ式の土器。59は 58と 同様の鉢形土器の釣手で曽利Ⅳ式土

器。60は地文が斜縄文、平行沈線文や磨消文などの堀之内 I式土器。61は地文に斜縄文、他は磨消文の

堀之内 I式土器。62は地文にわずかの斜縄文と磨消文の縄文後期堀之内 I式土器。63は鉢形土器の口縁

部。日唇に平行沈線文、他は磨消文の後期堀之内 I式土器。64は鉢形土器の回縁部。連続刺突文、磨消

文の堀之内 I式土器。65は地文が斜縄文に渦巻文や楕円文の堀之内 I式土器。66は鉢形土器の口縁部把

手。上部左右に有孔が施されている堀之内Ⅲ式土器。67は鉢形土器の回縁部。無文土器で堀之内 I式土

器。68は甕形土器の回縁部。磨消文の縄文後期土器。69は甕形土器の口縁部。磨消文の縄文後期末の土
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台付深鉢形土器

第29図 第5号住居址遺物拓影実測図

1       0     2.5    5cm

器。70は甕形土器の回縁部。わずかに斜縄文が見られる縄文後期と考えられる土器。71は甕形土器の口

縁部。磨消文や帯状の斜縄文が施された縄文後期堀之内Ⅱ式土器。72は 台付の土器。底部は黒色。朱塗

土器。時期不明。73は注目。加曽利B式。74は土師器の碗。平安時代。75は表面に平行の叩き痕、裏面

には、わずかに叩き目痕が見られるが、後で削られている。特期は奈良時代の末期と考えられる。

石器 (第33.34図 0図版13下 .14上 )

76は硬砂岩の打製石斧。77、 78、 79、 80は緑色岩の打製石斧。81は硬砂岩の打製石斧。32は緑泥変岩

の打製石斧。83、 84は緑色岩の磨製石斧。85は硬砂岩の凹石。86、 87は緑色岩の横刃型石器。88は緑泥
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第30図  第5号住居址遺物実測図
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第31図 第5号住居址遺物実測図
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第32図 第5号住居址遺物実測図
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第33図 第5号住居址遺物実沢1図
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第34図 第5号住居址石器実測図

変岩の横刃型石器。89は緑色岩の縦型石匙。90は硬

砂岩の敲石。91は緑色岩の磨石。92は硬砂岩の石垂。

93は緑色岩の磨石。94は硬砂岩の碁石。95は緑色岩

の磨製石斧。96、 97は硬砂岩の敲石。98は緑色岩の

敲石。99は硬砂岩の凹石。

戒
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第 6号住居址

(第 35図 0図版3下 )

本址は、石仏遺跡調

査 E、 F-4地 点に、

発見された遺構である。

この遺構は今までの上

地改良の折 り床面ぎり

ぎりに削 り取 られてし

まったので、住居址の

プランを大方知ること

が出来る程度であつた。

柱穴 として考えられる

は、 Plのみであってそ

の外は確認 出来なかっ

た。Plは 、外径1.10m内

径が55cmと 、深さ40cm

とかなり大形のものであ

る。P2は、タト径が45cm、

内径 25cm P3は 、夕ヽ径

50cm、 内径25cmo P4

は、タト径45cm、 内経22

cm P5は 、夕ヽ径36cm、 内

径23cmで あつた。これ

ら5つ のビットは柱穴

としては考えられない

ピツトである。本址の

炉址は Pl～ P4ビ ット

の西側に認められた。

炉址の規模は 1.25m、

深さ50cmと かなり大形

の炉である、炉の内部

は焼土が多く認められた。

また、炉の底部には径

20cm内外の自然石が焼

石として認められ、南西

に埋甕が発見された。

B

P.5

凡 例

0 土 器

□ 土師器

△ 石 器

○ 陶 器

図 灰 釉

△ 黒曜石

× 鉄 器

☆ その他

第35図 第6号住居趾実測図・遺物分布図
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遺物 (第 36図・図版4下 )   1‐
12   第36図 第6号住居址遺物実測図

1は、深鉢形土器、箆状器具による並行沈線文の中期前葉の平出ⅢAに比定される土器。2は 、深鉢形

土器の口縁部、日唇が内折しそれに竹管具による平行沈線文と、指圧文が附けられた藤内Ⅱ式に入る土

器。 3は、深鉢形土器突器、三角文が描かれた井戸尻Ⅱ式土器。 4は、竹管具による連続押引文の曽利 I

式に比定される土器。5は、深鉢形土器の口縁部、粘土紐を並行に付した曽利Ⅱ式土器。 6は 、隆線によ

る縦横併の曽利Ⅱ式土器。 7は、隆線による渦巻文や、楕円文、その内は斜縄文が施された曽利Ⅲ式土器。

8は、埋甕、その規模は径力●0。 5cm高 さ51.5c mの 口縁部欠く深鉢形土器、隆線による並行文や渦巻文、

唐草文、綾杉文などの施された曽利Ⅱ式土器。 9は、隆線で区切られた土器で、地文が斜縄文、箆状器具

での平行文の曽利Ⅲ式に比定される土器。 10は、深鉢形土器、楕円状の区画文に斜縄文の曽利Ⅲ式に入

る土器。11は、隆線による懸垂文や楕円文に内及び外側に矢羽状文が施された縄文中期中葉の中に入る

土器か。 12は 、深鉢形土器の底部、半裁竹管具による平行沈線文と無文の曽利Ⅳ式と考えられる土器。

13は 、緑色岩の敲石。
-45



第 7号住居址 (第37図 0図版4上 )

本址は、石仏遺跡調査区 F-4に発見

された遺構である。この遺構の規模は東

西4.7mを測るが南側は削 り取られて測る

ことは出来なかった。本址の壁は北側で

20cm程が認められたに過 ぎなかった。床

面は大方は削 り去られて炉址の周辺にわ

ずかに残ったくらいであった。本址の柱

穴は、 P10P2・ P3・ P4が検出された、

その内 Plは径が1.25m、 深さ40cmと 大形

で土墳的である。P2は 、径70cm、 深さ30

cmo P3は、径40cm、 深さ20cmo P4は 、

径60cm、 深さ21cmで あった。炉址は、Pl

の東1.7mの 位置の所に造られ東西1.05m、

深さ15cmと 浅 く、石囲炉である。

遺物  (第 38図 0図版15上 )

1は 、深鉢形土器、隆帯に連続指圧文

の新道式土器。 2は、深鉢形土器、隆線

文や蛇行文、斜縄文の井戸尻 Ⅱ式と思わ

れる土器。 3は、深鉢形土器の口縁部、

連続爪形文の井戸尻 Ⅱ式に比定される土

器。 4は 、 3と 同類の土器。 5は、楕円

区画の内に蛇行文や連続爪形文の藤内Ⅱ

式と考えられる土器。 6は、深鉢形土器

の底部掘折底部、掘折部分の上方は斜縄

文、井戸尻Ⅲ式の土器。 7は、深鉢形土

器の口縁部、楕円状区画文に添つて連続

爪形文、三角文、ミミズク形文などの井

戸尻 Ⅱ式に見 られる土器。 8は、楕円形

隆線に爪形文の井戸尻 Ⅱ式 と考えられる

土器。 9は 、連続刺突文の井戸尻Ⅲ式土

器。10は、並行沈線文や爪形文の井戸尻

Ⅲ式 と考えられる土器。11は 、竹管具に

よる三角状文、その内に連続爪形文の藤

内Ⅱ式に比定される土器。12は 、楕円区

画文の外部に連続爪形文、その内部に竹

管具による平行文、その内に交互に小形

の爪形文、あまり類を見ない土器、時期

Oё

凡 例

● 土 器

■ 土師器

▲ 石 器

○ 陶 器

第37図 第7号住居趾実測図
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第38図  第7号住居llL遺物実測図



は今のところ縄文中期中葉的な土器。13は、隆線による方形区画文、その内側に連続刺突文の曽利Ⅱ式

と考えられる土器。14は、深鉢形土器、日縁部に並行隆線文その先は渦巻文また懸垂の渦巻文、それに

添って粘土紐による蛇行文や綾杉文などが付された曽利Ⅱ式土器。15は 、深鉢形土器の口縁部、並行隆

線文その間に連続刺突文や方形区画文の曽利Ⅱ式土器。16は、隆線による並行文、その先に渦巻文の曽

利Ⅲ式土器。17は、並行の沈線文との間に斜縄文その内に結節縄文の曽利Ⅱ式土器。18は 、隆線による

渦巻文や懸垂文の曽利Ⅲ式土器。

-48-
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第39図  トレンチ遺物実測図

トレンチ調査

今回は、 トレンチ法を用いて遺構分布の範囲を特定する作業を行った。調査対象範囲に約 3m間隔で

巾 2mの トレンチを南北に12本あけNo 8ト レンチ、No12ト レンチから計36点 の遺物が回収できた。

土器 (第 39図・図版15)

1は大形深鉢形土器の把手。大 きさは巾19cm、 高さ15cmを 測る。顔面の日は縦に作 られてお り、日は

楕円形、眉は半円状、耳は左右に円形に付けられている。髪は、三角形文や縄文中期の土器に見 られる

特別な刻目が施されている。類例は伊那市月見松遺跡に見 られる。井戸尻 Ⅱ式。 2-1、 2-2は深鉢

形土器の回縁部の把手。隆線によるU地文、また粘土紐を櫛目状文に施 した土器で左右に目が付けられ

ている。あまり例を見ない土器。曽利 I～ Ⅱ式 と考えられる。 3は深鉢形土器の破片。胎土等により縄

文中期後葉のものであると考えられる。 4は深鉢形土器の口縁部の破片。粘土紐張付などから縄文中期

後葉曽利 I式頃と考えられる。 5は深鉢形土器。地文に斜縄文が施された縄文中期後葉の曽利 Ⅱ式土器。

6は深鉢形土器。隆線による渦巻文と綾杉文の縄文中期後葉曽利Ⅲ式の土器。 7は深鉢形土器の胴部。

沈線による平行文や綾杉文の縄文中期後葉の曽利Ⅳ式土器。
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第4章 石仏追跡。土壌に関する化学分析結果

今回発掘調査を行った石仏遺跡では、縄文時代中期の遺構である第4号住居址から釣手香炉形土器が

検出され祭祀に使用されたものであると考えられている。また、埋甕も数イ固出土し、食料貯蔵や遺体埋

葬の可能性が指摘されている。

そこで今回は、特にヒトを含む動物遺体が埋納された可能性を検証するために、人骨成分としてよく

知られている、リン・カルシュウム分析を実施した。また、植物に由来するリン酸の影響も考慮するた

め、炭素(腐植)含量も測定した。土壌中に含まれている有機炭素やリン酸の大部分は植物起源であるた

め、腐植含量の値から植物遺体の影響を相対的に知ることができる。植物遺体の影響を差し引けば、概

ね動物遺体由来のリン酸と考えればよい。すなわち、腐植含量の低い土壌でリン酸含量が高ければ、動

物遺体由来のリン酸が土壌中に付加されたことが指摘できる。東京都北区の豊島馬場遺跡では、リン酸

の残留しにくい沖積地に構築された方形周溝墓周溝への遺体埋葬位置について、この方法を利用して良

好な成果が得られている。(辻本・小林、1995)そ こで、腐植含量も考慮して、測定したリリン酸・カル

シウム含量を評価する。

1 . 粛t米斗

調査対象は、石仏遺跡の釣手香炉形土器と埋甕である。特に、釣手香炉形土器については竪穴式住居

址の壁際から出土し、祭祀の際に使用されたものであるとされている。

2.分析方法

土壌標準分析・測定法委員会(1986)、 土壌養分測定委員会 (1981)、 京都大学農学部農芸化学教室(1957)

を参考に、リン酸含量の測定は硝酸・過塩素酸分解―バナドモリブデン酸比色法、カルシウム含量の測

定は硝酸・過塩素酸分解―原子吸光光度法、炭素 (腐植)含量の測定はチューリン法で行つた。

以下に、行程を述べる。

<試料の調整>

試料を風乾後、軽く粉砕して、2.001111nの飾を通過させる。(風乾細土試料)風乾細土試料の水分を、加

熱減量法 (105℃、 5時間)に より測定する。

<リ ン酸 ・ カル シ ウム含 量 >

風乾細土試料2.00mmを ケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸約 5 mlを 加えて、加熱分解す

る。放冷後、過塩素酸約10mlを 加えて、再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容して、ろ過

する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によリリン酸(P205)濃度を

測定する。

別に、ろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に、原子吸光光度計によリカルシウム

(CaO)濃度を測定する。

<炭素 (腐植)含量>

微粉砕試料0.100～ 0.500gを 、loo ml三角フラスコに正確に秤 りとり、0。4Nク ロム酸 。硫酸混液10mlを

正確に加え、約200℃ の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0。2%フェニアルアントラエル酸液を

指示薬にして、0.2N硫酸第 1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分量か
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ら、乾土あたりの有機炭素量(Org―C乾土%)を 求める。これに、1.724を乗じて、腐植含量(%)を算出する。

3.結果

表  石仏遺跡埋甕の土壊理化学分析

試 料 名 土性 土 色 腐 植 リン酸 カルシュウム

4住 埋甕No.1 Lic 10YR3/4暗褐 2.77 6.99 4.83

増:菫匡No.2 10YR3/2黒褐 4.33 10.67 5.00

香炉内 CL 10YR2/3黒褐 6.60 7.29 7.75

6住 埋甕 CL 10YR3/3暗褐 3.68 6.04 4.70

土色

土性

CL

Llc

マンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修、1967)

土壌調査ハンドブック (ベ ドロジスト懇談会編、1984)の野外土性

埴壌土 (粘±15～ 25%、 シル ト20～45%、 砂3～ 65%)

軽埴土 (粘±25～45%、 シル ト0～45%、 砂10～ 55%)

土性は埴壌土～軽埴土に区分され、全体的にやや粘土質の土壌である。土色は、黒褐～暗黒褐を呈し

ていた。

長谷村黒河内の泉原遺跡と比較すると、 腐植含量は同様であるが、リン酸 。カルシウム含量がやや高

い。腐植含量は試料の土色と良く対応し、黒味の強い試料ほど腐植含量が高い。 リン酸含量は平均 7.75

P205mg/gで あり、泉原遺跡の埋甕試料よりもやや高い傾向にある。この中では、特に4住埋甕NQ2が高い。

また、カルシウム含量は平均5.57 CaOmg/gと リン酸含量よりも低かったが、リン酸含量と同様に4住埋

甕No2が高い。

4。 考察

調査した釣手香炉形土器・埋甕の土壌は、理化学成分を保持しやすく腐植の影響を強く受けていること

がうかがえる。

また、リン酸・カルシウム含量は、前出の泉原遺跡

に比べ全体的に高い傾向にある。図 (40)で腐植含量と

リン酸含量の相関関係をみると、 4住や 6住の埋甕で

は人為的にリン酸が富化されたことが示唆され、ヒト

を含む動物遺体埋納の可能性がある。

4住の釣手香炉形土器では、カルシウム含量が高か

った。この土器は、祭祀の際に内部で火が燃やされた

可能性が指摘されている。また、住居址入口から見て

正面の奥壁と思われる場所で、横に倒れた状態で出土

していた。そのため、仮に内容物が入った状態で埋設

されていたとしても、現在までにその成分は外部へ拡

散・流亡していると思われる。したがって、測定され

たカルシウムは、燃焼の際に燃料材から土器内部に付

着した植物起源の残留成分の可能性もある。

0246810
腐埴含量(%)

図(40)腐 植― リン酸成分の散布図

泉原追跡と石仏遺跡のデータを合わせて示す。

直線は、回帰曲線を示す。リン酸含量の高いもの

については、試料名を示す。
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第5章 まとめ

今回の発掘調査は中山間地域総合整備事業溝口地圃場整備工事に伴い、消滅してしまう恐れのある

石仏遺跡を、平成11年 H月 4日 からH月 27日 までの3週間にわたって実施された緊急発掘調査である。

その内容を要約すれば以下のとおりである。

1.本発掘は、長谷村大字溝口1498番 地ほか、4,000mを 実施した。

発見された遺構は以下のとおりである。

縄文中期後葉の住居址    7軒

3.検出された遺物は

縄文前期の土器

縄文中期中葉の土器

後葉の土器

縄文後晩期の土器

土師器

須恵器

石器類

遺物合計

1点 (押形文土器 )

132点

4,455点

88点

14点

1点

166点

4,857点

本遺跡は、溝口地区の中でも上流の小大沢の出口にあたる箇所に存在していた。本遺跡の第3号住居

址からは縄文時代早期でも古い方に分類される押形文土器が出土しており、今現在の長谷村において石

仏遺跡は村内最古の遺跡である。その土器はアカホヤ層を除いたあたりで発見されたため、少なくとも

今から10,000年 前頃にはこの土地にテフラが存在していたと考えられる。そのため、小大沢はこの土地

を流れていたことにはならず溝国の扇状地はそれより古い時代に造成を終えていたことになる。

今回の発掘調査は小大沢の出口より下方約200mの ～300mの地域を行つた。この地域は以前小さい田

が集まった棚田であったものを大きな田に開田した箇所である。そのため多くの遺構が影響を受けてし

まったものと思われる。

今回の発掘調査で縄文時代中期後葉の竪穴式住居址7軒が確認された。残念ながら第1、 2、 3、 6、 7号住

居址は畑の耕作中に一部破壊されてしまいその全貌を明らかにすることができなかった。第4号住居址

については、ほぼ完全な形で発掘、調査することがでた。本址からは特種な香炉形土器や埋甕が検出さ

れたまた、米の圧痕ではないかと思われる痕のついた深鉢形土器の底が発見され現在研究を進めている。

第 5号住居址からは台付深鉢形口縁部二重把手土器が検出された。この型式の土器は駒ケ根市の遺跡

から類似したものが検出されているが、あまり類例を見ない土器で注目を集めている。本遺跡からは、

たいへん芸術性に富んだ遺物が数多く検出され、当時の人々の技術力の高さを知るたいへん貴重な資料

を得ることができた。

<石仏遺跡の発掘にご協力を賜った方々について>
本遺跡の調査は、長谷村にとって2回 日となる本格的な発掘でありました。期間内にたいへん多くの

方々のご尽力を賜り、無事調査を終えることができ心より感謝しております。

遺物整理、報告書作成にあたりましては、高遠町の奥田静子さん、唐沢春恵さん、鈴木和恵さんに
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ご指導をいただき誠にありがとうございました。同じく高遠町の鈴木岬さんには復元遺物を通して、

縄文時代当時の芸術、技術レベルの高さを教えていただきたいへん感動している次第であります。

各方面からのご協力、ご指導を賜り石仏遺跡の発掘調査報告書が干J行できましたことに改めて厚く

御ネL申 し上げます。
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1977  増子康真   「いわゆるおせんべ土器 信濃Ⅲ29」

1979  江坂輝弥   「埋文土器編年 世界考古学事典 上巻4号」

1990  「日本地名辞典  (長野県)」 角川書店
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1983  「高遠町誌 上巻歴史」 高遠町誌刊行会

1995  「宮田村誌 資料編」  宮田村
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図版1

第1号住居址

第2号住居址



図版2

第3号住居址

第4号住居 llL



図版3

第5号住居址

第6号住居址
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図版4

第7号住居址

石仏遺跡空撮
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図版6
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図版7
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図版 8
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図版9
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図版10
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図版11

第4号住居址遺物‐6(数字は遺物番号 )

91‐2‐ 17

96-1       1‐ 2‐ 10

63‐ 1‐3

53‐ 1‐ 1

▲                              
一

採-4‐23

第5号住居址遺物‐1(数字は遺物番号 )

-98-

採‐2-11                62-8



図版12
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図版13
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図版 15
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トレンチ遺物 (数字は遺物番号 )

ず
2-5 ッ
７．５

1‐ 1‐8
1-1-7

1-1-4

1‐ 1‐6
1-1‐ 12
1-1-13

1‐1-5

1‐2‐ 2
1‐2‐ 1

1-2-5

1‐2-3

1-2-6

1-2-4
4-3

色

睦

噂
Ｔ８．２．３

T8-2-1
T8‐ 2‐4

T12‐ 8‐ 2-22
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図版16

第4住居址 深鉢

第5号住居址 深鉢

〓．
　

鉢深

第5号住居址 深鉢
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第6号住居址



図版17

1香炉形土器

第4号住居趾遺物出土状況
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図版18

3.台付土器

第5号住居趾遺物出土状況

2.台付土器
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図版19

深鉢

上、中、第5号住居址遺物出土状況 下、第6号住居址遺物出土状況

4台付土器

5台付土器

-106-



報 告 書 抄 録

ふりがな いし|ま とけ

書名 石仏遺跡

副書名 平成11年度県営中山間地域総合整備事業に伴う溝口地区圃場整備工事

巻次

シリーズ名 埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

シリーズ番号

編著者名 友 野 良 一

編集機関 長谷村教育委員会

所在地 〒396‐0402 長野県上伊那郡長谷村大字溝口1188‐l TEL0265‐ 98‐2009

発行年月日 西暦2000年 3月 31日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

市町村

コー ド
Jヒ糸草 東経 調査期間 調査面積 調査原因

いし1ま とけ

石 仏 長野県

上伊那郡長谷村

大字溝口

1490‐ 1ほ か

387 ５

　

　

７

　

　

８

３

　

　

４

　

　

１

器
　
ば
　
げ

19981104-

19981127

4,000m2 圃場整備事業に

伴う発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

石仏 集落跡 縄文時代 竪穴式址

7軒

縄文時代前期の土器

縄文時代中期の土器

縄文時代後期の土器

平安時代の土師器

須恵器

石器

縄文時代前期の押形

文土器が発見され、

約8000年前に人々が

この地に存在 してい

たことが確認された。



平成H年度 中山間地域総合整備事業に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

石仏遺跡

平成12年 3月 31日 発行

上伊那地方事務所

発行者 長谷村教育委員会

印刷所 杉本印刷株式会社

伊那市大字伊那3497

TEL 0265-78‐ 2111(4t)

上伊那郡長谷村大字溝口H88-1
TEL 0265‐ 98-2009

飯田市上郷黒田786

TEL 0265‐ 24-6611(代 )




